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度・湿度が一定の場合 (20 0C , 65 %) ，乾燥速度が早いと負の α型の球品に生長するが，乾燥速度が遅い
と正の β型の巨大球品が成長する。また α型の球品が生成する条件下でも β型の結晶核の存在下では
正の β型球品性絹長することを見出した。
第 3 章では非品性絹ブイブロインの生成条件とその結品化について検討した。絹フィプロイン水溶










絹フイプロインは絹糸の主成分であり，その β型結晶状態については既に Pauling らによって明ら




まず乾燥による結晶化実験から 45 0C を境として低温で α型が，又高温でβ型が品出することを確認
した。この結晶化起因を考察する一つの方法として， {J農溶液中のブイプロイン分子凝集核の構造破壊
を予想して凍結処理をしたフィプロイン溶液からの結晶化実験を行った。凍結したものは予想どわり




この球品もまた α， β2 型を示し，それぞれの品出の条件を見出し，その起因を考察して前述の結果
と矛盾しないことを確認した。さらに同実験から希薄溶液の場合，全く結晶性のないブイブロイン膜
の生成を見出した。
さらに，フイプロインの有機溶媒からの品出についても実験され，ブイプロイン一一水一一溶媒の
3 成分系における品出条件についても前記結晶化の考察の正しいことを確認した。
同君は以上結晶化にむける， x線回折，赤外吸収などの追跡以外に，各条件下の品出試料の熱示差
分析，動的弾性など物性諸定数の測定結果をも総合して結晶化条件を統一的に解析したもので，理学
博士の論文として十分価値あるものと認められる。
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